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＊ 区立中学校の配置について

＊ 子ども評議会を開催しました

＊ 中学校選択の申請状況

＊ ウエストミンスターヘの生徒派遣

＊ 夢の課外授業

＊ 二学期のできごと

秋のさわやかな空のもと、東京オリンピック

会場となった歴史ある競技場で 、 児童•生徒

が全力を尽くして頑張リました。

また、従来の嬬恋村立中学校に加え、今年

から区内の私立大妻中学校と共立女子中

学校も参加し交流を深めました。
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ども評議会を隔催し衷

麹町中学校

去る10月8日に中等教育学校設立に向けて、区内の児童•生徒の意見・要望を聞く

「子とも評議会』を麹町区民館で開催しました。

当日は、子ともたちが自由に発言しやすいよう大妻女子大学の教員志望の3年生4人

にナピゲーターをお願いしました。学習•生活など日頃の学校生活をはじめ、中等教

育学校に対する期待など、時間の経つのも忘れ、熱のこもった話し合いが展開されま

した。

［ 主な意見

（小学生）

0自由が多い学校がいい。でも基礎的な規則は作るべき。

〇受験は自分が好きでやっていること。学校は塾と違って勉強だけをする所ではない。

遊びや集団生活でみんなと触れ合う時間も大切だと思う。

0中高一貫は、高校受験がないから、勉強の他に色々な事ができて良い。
〇友だちもたくさん作りたいし、部活もたくさんやりたい。

0世界の事を勉強したいので、国際教育の学習をして欲しい。

0自分で調べる勉強を多くして欲しい。そうすれば発表の力、質問の力がつく。

〈中学生｝

0行事をやる時に、まとめは大変かもしれないが、人数が多い方が楽しい。

0クラブは体育系と文化系と 2つ選べるといい。
0選択授業は、自分に意欲がある内容を学べるから楽しい。
0雑学にふれたり、親身になって話してくれる先生の授業は、みんな良く聞くし、
楽しい。

fft"区lょ中等教自0)改革に限り紺hでいます！

区立中学骰のlli置について
より良い教育環境にしていくため、一定規模以上の

学校にし、充実•発展させていきます。
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0より良い教育環境にしていくため、
麹町地区と神田地区に各1校の

中学校を配置します。

※一定規模以上の学校にして、それぞ

れの学校の特色化を図り、さらに充実・

発展させていきます。

0神田地区の3校は、対等の立場で
統合し、3校の歴史・伝統を継承
します。

0配置場所は、麹町地区が現在の
麹町中学校、神田地区は、現在

の一橋中学校のところになります。

016年度は、神田地区の3校(-橋・

今川•練成）の交流事業を行います。

※生徒間、教職員間、PTA・同窓会、

地域間等の交流を考えています。

※皆さんの意見を伺いながら実施し

ていきます。

017年度の生徒募集は、麹町中学校、
九段中学校(18年度から中等教育

学校に移行）及び神田地区の中

学校（現在の一橋中学校）の3校
で行います。
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ウエストミンスターヘの中学生派遣の報告

10月30日から11月9日までの11日間、区立中学2年生10名が、英国ロンドンのウエ
ストミンスター市立中学生宅にホームステイしながら学校生活を体験してきました。

短期間ではありましたが、生徒達は、異なった言語、生活習慣や自己責任の大切さ

などを体験することで、日本や自分の家族・友達、更には自分自身の「よさ」を再発

見して帰国しました。

こ
の
結
果
、
受
入
可
能
数
を
越
え
た
九
段

中
学
校
は
、
1
1
月
2
8
日
に
、
抽
選
を
実
施
し
、

欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、
登
録
順
位
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
、
各
小
学
校
及
び
、

千
代
田
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

（
 
晴天に恵まれたロンドン）

 「霧の都」で名高いロンドンですが、ホームステイ期間

中、雨が降ったのは 1日だけで、大変天候に恵まれました。

イギリスに到着した翌日には、イギリスでのパートナー

全員と一緒にグリニッジ天文台、国会議事堂を見学しな

がら、親交を深めました。

また、学校生活、家庭生活をとおして、生徒一人ひとり

は日本と異なる点、共通する点などを実感できました。

課題学習 （オックスフォードにて）

（
 
派遣生徒の声から ）

 0ホストファミリーは家族が多くて、とてもにぎやかで、楽しか
ったです。

0お母さんが食事に気を使ってくれたところがうれしかったです。

〇イギリスの友達は、自分の意志をはっきりと伝えようとする。

私もそんな人になりたいと思っていたので良い刺激になりました。

0朝こ飯はシリアルだったので、少しつらかったです。

0日本ではないことですが、イギリスでは、授業態度が悪いと、教
室の外に出されてしまいます。自己責任の国だなと思いました。

0日本は恵まれた国であることと親のありがたさを感じました。
一緒に授業を受けました

二 日程の概要

10/30（木）
l 0/31（金）
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一出国（日本）入国（英国）
課題学習①→グリニッジ天文台

国会議事堂
家庭生活
家庭生活
課題学習②→オックスフオード見学
学校生活
学校生活
課題学習③→大英博物館・ロンドン塔

セントポール大聖堂他
学校生活
ホストファミリーとの別れ・出国
課題学習④→バッキンガム宮殿他
帰国 ウェス トミンスター中学生と合同の課題学習

（グリニッジヘ向かうひととき）

不
用
に
な
っ
た
本
の
こ
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

選択中学校名 第一希望者 第二希望者 受入可能数

麹町中学校 43 144 120 

九段中学校 319 54 160 

一橋中学校 50 200 200 

今川中学校

゜
3 40 

練成中学校 1 7 80 

総 計 413 408 600 

そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
が
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
に
あ
っ
た

学
校
で
、
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
前
年
度
よ
り
通
学
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
、

学
校
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
申
請
状
況
は
、

11
月
1
4
日
現
在

で
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

申
請
状
況
に
つ
い
て

｀
 

①
繰
上
入
学

ヽ

欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
抽
選
に
よ

っ
て
決

｀ヽ

定
し
た
登
録
順
位
に
従

っ
て
、
3
月
1
0
日
ま

で
、
入
学
先
の
変
更
を
行
う
か
ど
う
か
の
意
向

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
調
査
に
つ
い

｀

て
は
、
対
象
保
護
者
あ
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

、

②
区
内
在
住
者

｀

平
成
1
5
年
1
月
末
に
就
学
通
知
を
各
ご
家

、

庭
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

｀ヽ

③
届
外
就
学
で
入
学
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

、

千
代
田
区
立
小
学
校
に
区
域
外
就
学
で
在

籍
し
、
引
き
続
き
千
代
田
区
立
中
学
校
に
区
域

｀

外
就
学
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
別
途
手
続
き

、

が
必
要
で
す
。
日
程
等
に
つ
い
て
は
後
日
、
各

｀ク

ご
家
庭
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

4
私
立
中
学
校
等
に
進
学
先
が
決
ま
っ
た
方

（

受
験
等
に
よ
り
、
私立

•国
立
中
学
校
に
、

進
学
が
決
ま

っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
進
学
先

ク

の
学
校
長
が
発
行
す
る
入
学
許
可
書
を
千
代

、

田
区
在
住
の
方
は
、

左
記
問
合
せ
先
に
提
出

クヽ

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
区
域
外
就
学
さ
れ

て
い
る
方
は
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話

連
絡
の
う
え
、
地
元
教
育
委
員
会
へ
提
出
し

ク

て
く
だ
さ
い
。

、

＊
選
択
希
望
を
変
更
さ
れ
る
方
ヘ

ク

今
後
、
選
択
校
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方

、

は
、
平
成
1
6
年
2
月
2
7
日

（金
）
ま
で
に
提

”ヽ

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【問
合
せ
】

教
育
指
導
課
学
務
係

電
話
5
2
1
1
_
4
2
8
4

ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
図
書
館
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
ば
れ
て
い
る
千
代
田
図
書
館
、
四
番

町
図
書
館、

昌
平
、
神
田
ま
ち
か
ど
図
書
館
、

パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
区
民
図
書
室
、
男
女

平
等
参
画
セ
ン
タ
ー
M
I
w
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
の
所
蔵
資
料
を
検
索
で
き
ま
す
。
ま
た
、

区
立
図
書
館
の
利
用
案
内
や
行
事
案
内
、
大

学
図
書
館

・
専
門
図
書
館
の
利
用
案
内
等
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

h
t
t
p
:
/
＼

www.l
i

b
r
a
ry
.c
h
i
y
o
d
a
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ご
自
宅
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
で
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し
た
本
と
雑
誌
(C
D
、

ビ
デ
オ
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
）を
予
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

予
約
す
る
場
合
は
、
区
立
図
書
館
の
利
用

券
番
号

（利
用
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
事

前
に
利
用
登
録
を
し
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
登
録
の
際
は
運
転
免
許
証
等
が
必
要
で

す
。）
や
氏
名
等
必
要
な
事
項
を
ホ
ー
ム
ペ

ー

ジ
上
で
入
力
し
パ
ス
ワ
ー
ド
と
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

｀`ーよー

江戸城跡清水門 （重要文化財）の秋

今

後

の

予

定

図
書
館
・
資
料
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

区
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

読
み
終
わ

っ
て
拾
て
よ
う
と
さ
れ
て
い
る

本
（絵
本
）は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

区
立
図
書
館
で
は
こ
う
し
た
本
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、

他
の
読
み
た
い
方
に
無
償
で

差
上
げ
る

「本
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
区
立
図
書
館
の
開
館
日
、
開

館
時
間
中
受
付
け
て
い
ま
す
。
不
用
に
な
っ

た
あ
な
た
の
本
の
ご
提
供
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
内
容
や
収
蔵

資
料
、
区
内
の
文
化
財
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
開
設
し
ま
し
た
。

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
収
集
保
管
し

て
い
る
生
活
用
具
や
江
戸
時
代
の
遺
跡
調
査

で
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
、
特
別
史
跡
江
戸
城

跡
等
の
区
内
の
文
化
財
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

h
t
t
p
:
/
＼
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n
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t
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大妻中学校 共立女子中学校

駈
技
大
会

「
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
夢
は
か
な
う
」

永
井
美
奈
子
さ
ん

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
永
井
美
奈
子
さ
ん

が、

11
月
19
日
（
水
）
に
お
茶
の
水
小
で
朗
読
の

授
業
と
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

永
井
さ
ん
は
、

せ
た
あ
と
、

幽
霊
の
母
親
が
我
が
子
の
た
め

に
ア
メ
を
買
い
求
め
る
と
い
う
物
語
の

「
こ
そ
だ

て
ゆ
う
れ
い
」
を
題
材
に
、
児
童
た
ち
に
黙
読
さ

自
ら
読
み
聞
か
せ
ま
し
た
。

従
来
の
嬬
恋
村
立
中
学
校
に
加
え、

今
年
か
ら
区
内
の
共
立
女
子
中
学
校
と

大
妻
中
学
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

お茶の水小

観
客
と

一
体
と
な

っ
た
素
晴
ら
し
い
演
奏

で
し
た
。
（麹
町
中
）

連

合

文

化

祭

番町小
の
印
象
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
、

童
に
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

の
小
学
校
の
頃
を
紹
介
し
、

ち
は
、
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
れ
大
相
撲
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

嬬恋村立中学校

「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
、

じ
て
前
向
き
に
」
K
O
N
I
S
H
I
K
Iさ
ん

元
大
相
撲
大
関
の

K
O
N
I
S
H
I
K
I
さ
ん

が、

11
月
28
日
（
金
）
に
番
町
小
で
課
外
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

ス
カ
ウ
ト

K
O
N
I
S
H
I
K
I
さ
ん
は
、
「
高
校
の
頃

は
、
弁
護
士
に
な
っ
て
弱
い
人
を
助
け
た
か
っ

た
。
年
齢
と
と
も
に
夢
が
変
わ
っ
た
。

は
じ
め

は
日
本
の
こ
と
を
中
国
と
信
じ
込
ん
で
い
る
ほ
ど

日
本
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

や
っ
た
ね
！
大
会
新
記
録

゜

中
1
女
子
0
m
走
記
録
13
秒
79

ー
楢
原
由
紀
さ
ん
（
麹
町
中
）

い
ろ

自
分
を
信

夢
の
あ
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
二
十
一
世
紀
倶
楽
部
主
催

「
夢
の
課
外
授
業
」
が
、
お
茶
の
水
小
と
番
町
小
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
年
生
か
ら
六
年
生
の
代
表

1
人
ず
つ
に
音
読

さ
せ
て
、

声
を
出
し
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
物
語

そ
れ
ぞ
れ
の
児

小
学
四
年
生
で

続
い
て
行
っ
た
講
演
で
、
永
井
さ
ん
は

「人
前

で
話
す
の
が
大
嫌
い
だ

っ
た
が
、

転
校
し
た
の
を
き

っ
か
け
に
、
自
分
を
変
え
よ
う

と
学
級
委
員
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

み
ん
な
の

前
で
話
す
の
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
。」
と
自
分

「あ
き
ら
め
な
け
れ

ば
夢
は
か
な
う
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。
児
童
た

最
後
ま
で
楽
し
く
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入

嬬
恋
自
然
体
験

交
流
教
室

ん
な
人
に
助
け
ら
れ
、

大
関
に
な
る
こ
と
が
で
き

た
。
相
撲
も
、
負
け
た
と
き
が

一
番
勉
強
に
な
っ

た
。
若
い
う
ち
は
失
敗
す
る
の
が
当
た
り
前
、
自

分
を
信
じ
て
前
向
き
に
努
力
す
れ
ば
、
夢
は
か
な

う
。
そ
れ
と
、
家
族
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
。」

な
ど
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
た
ち
と
腕
相
撲
を
し
て
交
流
し

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
質
問
を
や
つ
ぎ
ば
や
に

行
い
ま
し
た
が
、

K
O
N
I
S
H
I
K
I
さ
ん

は、

一
っ
ず
つ
て
い
ね
い
に
応
答
し
、
児
童
た
ち

も
大
満
足
の
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

春
に
自
分
た
ち
で
耕
し
、
種
を
ま
い
た
作

物
を
収
穫
し
ま
し
た
。
（
和
泉
小
）

_._._._._._.―・ー・ー・ー・一・ー・一

ま
つ
も
と
く
ん
ど
う
じ
ゅ
ん
な
ん

井
の
頭
公
園
の
松
本
訓
導
殉
難
の
碑
に

麹
町
小
児
童
が
献
花

A
,
Rf1 

の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

11
月
18
日
、
麹
町
小

1
年
生
が
校
外

学
習
で
井
の
頭
自
然
文
化
園
に
行
き
、

公
園
内
に
あ
る
松
本
訓
導
殉
難
の
碑
に

献
花
し
ま
し
た
。

大
正

8
年

11
月
20
日
、
当
時
の
麹
町

じ
ん
じ
ょ
う

区
永
田
町
尋
常
小
学
校
児
童
が
遠
足
で

井
の
頭
公
園
を
訪
れ
た
際
、
玉
川
上
水

に
落
ち
た

一
人
の
児
童
を
助
け
よ
う
と

ま
つ

も

と

と

ら

お

し
て
殉
職
し
た
松
本
虎
雄
先
生
の
石
碑

で
す
。
殉
難
の
日
か
ら
、

84
年
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
石
碑
は
井
の
頭
公
園
管
理
所

に
よ
り
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ま
も
、
井
の
頭
公
園
を

訪
れ
た
際
は
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。まん

す
け
ば
し

「
万
助
橋
」

：メレーズ軽井沢」に泊まって、冬のスポーツを渫しみません力‘!】

12月に入り、軽井沢では、多くのスキー場・スケート場がオープン

しました。

区立メレーズ軽井沢（少年自然の家2期施設）には、 リフト等の割引

券を用意してあリ、お得にスキー等をお楽しみいただけます。今年の

冬は、家族そろってメレーズ軽井沢に出かけてみませんか！

施設では、皆様のご利用をお待ちしています！ ！ 

◎12月よリ、料理が冬季メニューになりました。

◎軽井沢1BJウィンターフェスティバル2004開催中～平成16年2月8日（日）まで

隅合せ〕教育計画課計画調整係電話5211-4277

〔申込み〕区民総務課保養施設係 電話5211-4181
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「
子
ど
も
は
、
遊
び
の
天
才
で
あ

る
。
」現
代
に
お
い
て
、
こ
の
言
葉
を

耳
に
す
る
こ
と
は
少
な
く
な

っ
て

い
ま
す
。

幼
児
期
や
少
年
期
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
が
群
れ
て
、
自
由
に
、
伸
び
伸
び
と
遊
ぶ

こ
と
は
、
発
達
課
題
と
し
て
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
の
進
展
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
の
生
活
様
式
も
変
化
し
、
こ
の

大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
遊
び
を
通
し
て
様
々
な

こ
と
を
、
自
ら
体
験
し
、
創
造
力
や
社
会
性

を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
大
人
の
意
識
と
違
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
世
界
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
同
士
で
影
響
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
合
い

な
が
ら
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
と
同
じ
よ
う
な

忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
も

っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
自
由
な
時
間
を
、

伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
時
間
を
確
保
し
て
あ
げ

た
い
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
様
子
を
伺

わ
せ
る
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

’ 

y
 

毎
年
、
文
部
科
学
省
、
東
京
都
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
体
力
調
査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま

す
が
、
体
力
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
か
ら
、
健
康
状
態
や
食
生
活
、
体

力
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
が
、
現
代
の
子
ど

も
た
ち
の
課
題
と
し
て
読
み
取
れ
ま
す
。

•

自
分
の
健
康
状
態
を
よ
い
と
思
っ
て
い
る

子
ど
も
の
割
合

小
学
生
心
．
9
％
中
学
生
2
1
.
3
%

•

朝
食
を
毎
日
食
べ
る
子
ど
も
の
割
合

小
学
生

82
.
5
％

中
学
生

7
4
.
9
%

．
眠
い
と
感
じ
て
い
る
子
ど
も
の
割
合

小
学
生
4
4
.
0

％

中

学
生

7
7
.
3
%

っ
ち
ゃ
じ
ゅ
う
じ

千
代
田
区
立
小
学
校
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

本
来
、
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
健
康
で

あ
り
、
運
動
好
き
で
、
活
発
で
あ
り
、
知
的

好
奇
心
が
旺
盛
な
存
在
で
す
。
現
代
は
、
大

人
の
社
会
環
境
に
強
く
影
響
さ
れ
、
子
ど
も

ら
し
い
生
育
環
境
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
は
、
本
来
、
「
な
ぜ
」
「
ど
う
し
て
」

と
い
う
好
奇
心
旺
盛
な
存
在
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
夢
中
に
な
り
、
自
由
に

伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境

を
確
保
し
、
様
々
な
遊
び
を
通
し
て
生
活
体

験
を
豊
か
に
し
、
将
来
へ
の
大
き
な
夢
を
育

ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
上
な
く
賢
明
な
人
々
さ
え
、

大
人
が
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

熱
中
し
て
、

子
ど
も
に
は
何
が
学
べ
る
か
を
考
え
な
い
。

彼
ら
は
、
子
ど
も
の
う
ち
に
大
人
を
求
め
、

大
人
に
な
る
前
に
子
ど
も
が
ど
う
い
う
も

の
で
あ
る
か
を
考
え
な
い
。
」

（ル
ソ
ー
著
「
エ
ミ
ー
ル」

今
野
雄
訳
岩
波
書
店
）

収
穫
の
秋
、
読
書
の
秋
、
各
学
校
で
も
行

事
が
集
中
し
た
二
学
期
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

編
集
担
当
者
と
し
て
も
取
材
に
駆
け
回
り
ま

し
た
。
小
学
校
の
連
合
文
化
祭
と
中
学
校
の
連

合
文
化
祭
を
取
材
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
工
夫
を
凝
ら
し
、
素
晴
ら
し
い
演
技
や
演

奏
・
合
唱
で
し
た
。
こ
の
取
材
を
と
お
し

て
、
何
年
間
か
で
、
子
ど
も
た
ち
は
か
く
も

成
長
す
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
ま
さ
に
成
長
真
っ

盛
り
の
こ
の
時

期
の
教
育
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
「
夢
の
課
外
授
業
」
も
取
材
し
ま
し
た
。

講
師
が
、
自
ら
の
学
齢
期
の
体
験
を
い
き
い

き
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
夢
を

実
現
し
た
体
験
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
に

「
夢
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
あ
き
ら

め
な
い
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
頑
張
っ
て
」

と
そ
ろ
っ
て
話
さ
れ
た
こ
と
に
共
感
し
き
り

で
し
た
。

「か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
ご
感

想

・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
六
十
二
号

平
成
十
五
年
十
二
月
十
八
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
員
会

需

蜘

千
代
田
区
九
段
南
1
,
6
,
1
1

6
（ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
0

3
(5
2
1
1
)
4
2
7
3

編
一集

後

記
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